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3) 小島勝治の仕事については拙稿，小島勝治の統計論 1統計学J (経済統計研究会)第
32号， 1977年3月を参照されたい。
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小島の残した仕事の底流に一貫して
流れているのは，統計を社会性，階級
性の視点から説明することと，統計を
大衆化していこうという姿勢であった。
小島の仕事の中に，統計書解題の作業
がいくつかあるが，その代表的なもの
に松野竹雄氏引との共編になる「日本
統計稀観書解題JC昭和15年1月刊)
と「国勢調査之文献JC昭和16年1月
刊)がある。 i日本統計稀観書解題」
の末尾に「明治時代統計書の一考察」
として章を設け 1開国文化と統計書，
2産業革命と統計書 3明治統計書の
社会性の3節で明治時代の統計の歴史
を展開している。そのなかで，小島は
統計書のうみ出されて〈る基礎として
次のように述べている。少し長いが引
用することにする。 i統計生産者がど
ういう意識をもち，統計消費者が如何
なる利用を心がけているかは，総てか
くして生産せられる統計書の形態を決
定するの背影をなしまた統計の素材が
何に求められ，如何なる方法によって
求められたか，それらの一書に編纂せ
られる過程等も，総て統計書の内容を
決定する要素となるものである。しか
し一層基礎的には統計そのものを生産
するところの社会の物質的基礎，之に
制約せられる統計的諸制度などから，
直接に或は間接に決定せられるもので
あって，統計書は一個それ自体の形式
と内容とを具えた存在ではないのであ
る。…....・H ・....現時の社会，経済的諸
機構の中に成長し生棲した科学的諸理
論が発展性のない形式的範障害に閉じこ
もり，観念的，神学的統計理論に制約
せられた統計書の形態は時間的な過現
未の移動を意識せしめることは不可能
であった。しかし，吾々が意識すると
否とに拘らず統計書の形態が動き変ず
るのは現実の問題であって，その動き
が決して統計書生産者の思惟や意欲に
基づくのでないことも自明なのである。
しかも統計書が統計的方法(二次調査
を含む〕を通じて行われた調査の結果
集成として，唯一の公表及び保存の形
態なのであるから，統計文化一般の社
会性，階級性，そしてあらゆる他の性
格を忠実に反映するものであった」
Ci日本統計稀観書解題J)。 こうして
小島は統計調査史を論ずる場合の基礎
として，統計の社会性，階級性が明ら
かにされなければならないことを明確
に述べている。
また，小島の統計書評価の基準のひ
とつになっていた統計の大衆化の視点、
は，明治初期における地方統計書の評
価に明確にあらわされている。明治時
代の地方の統計活動に対して「府県の
統計的活動の特色は明治勧業政策の部
4) 当時，大阪府統計課に所属し，小島と共に統計研究会を組織したり，大阪府統計協会の
機関誌「浪撃の鏡」の編集にもたずさわっていた.後に，当時の研究会のメンパーであっ
た丸山博氏(元大阪大学医学部教授〉たちと，小島の遺稿を「日本統計文化史序説」とし
て未来社より刊行。現在，その続編として同じく未来社より刊行される予定になっている
「統計文化論集J1， Iの編集に従事されている.
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面をよく負うていたことである」との
評価を与えながら，統計技術の面にも
ふれて iW福島農産物統計概報』 の如
きは色彩グラフを挿入しているのであ
る」と統計書の内容を評価している。
色彩グラフの挿入に小島が大いなる関
心を示したのは，彼にあっては，統計
書はだれに読まれても(見られでも)
わかり易くなければならない，つまり
統計を大衆のものにしていこうという
次にこの「解題書誌」の形態につL、
てー，二のことを述べることにする。
一瞥して感じるのは活字がびっしり
つまっていて余白がなく読みずらいと
いうことである。とくに統計書の解題
にあたる章が読みずらい。国の予算で
刊行する出版物は，予算の範囲があり
それに限定されてしまって著者の意図
するような出版形態にはならないのは
理解できるが，この出版物は「書誌」
なのであり，ミれから先，長い間研究
のための道具として用いられるもので
ある。とするならば，その出版形態に
も一考が必要であったろう。とくにこ
れだけ多くの成果をもった「書誌」だ
けに読みずらいという出版の形態は致
命的ともいえる。
また，表として iW明治前期日本経
済統計書誌』関係主要統計書年表」を
作成し，官庁別にそれぞれが刊行した
統計書を年表形式にして掲載している
IV 
姿勢があったからにほかならなL、。
小島の仕事を継承，発展させるので
あればどうしても小島の統計研究の方
法論ともいうべき，上記で示した二点
が忘れられてはならないであろう。著
者の文章からは，小島の仕事のどの面
を継承したのかが読みとれないが，い
ずれにせよ，小島の仕事を継承，発展
させるうえで，これらの方法論は無視
できないであろう。
が，これに制度史をも加えて明治前期
の統計が年表として一覧できれば明治
前期の統計全体が概観できたであろう。
そうしたー工夫が必要であったように
思われる。
しかしながら全体としては，非常に
困難な古い時代のものを丹念に調査さ
れ，書誌作成と統計調査史研究とを統
ーした形で，新しい，実り多い成果を
わたくしたちの前に提示している。細
谷教授のこの仕事はこれから統計資料
にかかわって仕事をしていこうと志し
ている者にとって大きな目標となるで
あろう。細谷教授の仕事にわたくした
ちは，その統計資料への驚くばかりの
執念と熱気に圧倒されると同時に心を
ふるいたたされる思いがする O
なお，この「明治前期日本経済統計
解題書誌」補遺版として「司法統計」
が3月末頃に刊行が予定されている。
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